



     (平成4年 卒)
 私 は,京 都女子大学短期大学部家政科食物専攻食物 コースを卒業 し,そ の後三年 間,
京都市立中学で家庭科の非常勤講師 として勤務 していましたが,こ の4月 か ら再び京都
女子大学 でお世話になっています。
 また私は,短 期大学部卒業 と同時に 日本女子大学家政科通信教育課程食物学科に編入
を しま した。仕事を持ちなが ら食物 の勉強 を続けられ る所は,日 本全国で他にないので
す。教職 に就いた こともあって勉強を続け る必要性を感 じ,編 入を決めま した。
 通信教育部の学習は,リ ポー トと地方各都市 で行われる科 目試験の両方に合格す る事
での単位取得 と,普 通の大学生 と同 じように学校に通 って授業を受けるスクー リングで
成立 しています。私 も夏の1か 月間東京に滞在 し,何 度かス クー リングを受けています。
 通信教育部の学生は,住 所や年齢,職 業が多岐にわた っています。初めて行 った時,
妊婦やおばあちゃんがいることに驚 きました。 また,中 学高校の家庭科が男女 とも必修
にな ったので男性教諭も一緒に勉強 しています。仕事や家庭 を犠牲に しなが ら全国か ら
東京 のキ ャンパスに集まる訳ですか ら,授 業中の私語 もな く,質 問や授業時間外の学習
も活発です。ス クー リングと京女の授業が違 ってい るなと思 うのは,そ うい う熱心 さと,
家庭や仕事を持 っている学生が多いのでテキス トで勉強 した ことを生活 の中に活かそ う
とする姿勢があることです。専業主婦は,家 族の健康の事を考えて勉強 されています し,
管理栄養土,教 職に就いてい る人 も多 く在籍 していますが,仕 事に活かす事や,今 まで
経験 してきた事 と講義 ・テキス トとの関連 を常に考 えてお られ ます。私 自身 も短大の と
きには単位 さえ取得出来れば良い と考えていましたが通信編入後は授業 に使 えないか,
日常生活の中では どうなのか と考え,た だの知識にならない よう努力をす るようにな り
ま した。通信生には私 より年上の方が多いのですが何事 にこも前向ぎに,積 極的に取 り組
まれています。私 などは周 りの人のパ ワーに圧倒 され,勉 強 させ られ ることが多いです。
 家政学は,生 活に密着 しているものなので生涯学習 として勉強 したい と考えてい る人
が多 くなってきています。家庭科が男女共修になっている事 を考 えて もその需要は増加
している といえます。その割には,機 関が少な く,し た くて も出来ない人が増 えている
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ように思え ます。京女大でも,も っと色々な年齢や仕事を持 った人,卒 業生 な どが勉強
したい と思 った ときに気軽に授業を聴講で きる制度が出来ない ものだ ろ うか,と 思いま
す。色 々な立場 の人がいる事は,私 が通信で出会 う人に刺激を受け るの と同 じよ うに,
きっと在学生に とっても,良 い刺激 になる筈 です。今年,京 女短大の卒業生 にス クー リ
ングで会いま した。私達 のように東京 まで授業を受けに行っている者に とっても,と て
も有 り難い制度 になる と思います。
